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 今回、 私は自分の目標に近づき 、ま た英語力を向上さ せる ために、こ の研修に参加さ せて

頂き ま し た。 研修を通し 、日米の医療の違いに気づき 、ま た文化の違いを経験し て視野が広

がり 、 物事を多角的に捉える 力が向上し たと 思いま す。  

 研修内容は、マンケート 校大学での授業聴講、演習への参加、マイ ヨ ーク リ ニッ ク やポン

ド ク リ ニッ ク の見学、 大学院生の授業に参加し ま し た。ま た、たく さ んの校外アク ティ ビテ

ィ を企画し てく ださ り 、 濃密な二週間を過ごすこ と ができ ま し た。  

 私が日米で大き な違いを感じ たのは、医療保険制度と 、ナース プラ ク ティ ショ ナー（ NP）

の存在、 看護師の役割についてです。 日本は国民皆保険制度で、誰でも 医療を受けら れる シ

ス テムが整っていま すが、自由を主張する アメ リ カでは、医療保険についても 様々な選択肢

があり 、 65 歳以上と 貧困層、 先住民、 退役軍人以外は私的保険に加入し ま す。 そのため、

健康にかかる お金が日本と 比べ高額で、 保険加入や医療を受ける こ と で破産に繋がる ケー

ス がたく さ んある と 伺いま し た。オバマケアによ り 、制度が改革さ れた部分も あり ま すが、

貧困層がよ り 医療にアク セス し やすく なる 体型に見直さ れる と 良いなと 考えま し た。  

 ナース プラ ク ティ ショ ナーについては医療保険制度と 大き く 関わっている よ う に感じ ま

し た。日本ではナース プラ ク ティ ショ ナーはま だ採用さ れておら ず、その存在意義について

不明な部分も 多いと 思いま す。 アメ リ カでも NP ができ る 医療行為は州によ り 様々ですが、

ミ ネソ タ 州では、 NP は診療、 処方、 投薬など多く のこ と を NP の一存ででき 、 手術をし な

い医者と いう よ う な立ち位置でし た。 見学し た POND ク リ ニッ ク は、 NP が運営する ク リ

ニッ ク で、州と 提携し ており 、無保険の方や、州の保険制度にし か入れないよ う な患者さ ん、

ま た特に子供が無償で医療を受けら れる よ う な施設でし た。 日本でいう と こ ろの第一次医

療機関に入る よ う に思いま し た。アメ リ カでは医者は根治困難な病気について、治療法を模

索し 、 高度な医療技術を研究し 、 手術をし 、 立証し ていく 役割を担い、 NP は日本でいう ク

リ ニッ ク の医者の役割を担っており 、役割分担がさ れている と 思いま し た。日本のク リ ニッ

ク では、 少し の自己負担で診療、 処方、 投薬を医師が行いま す。 そのため、 アメ リ カの NP

制度を日本に導入し たと し ても 、 貧困層でも ク リ ニッ ク などで医療を受けやすい日本では、

NP の存在が第一次医療を 提供する 医者に立ち替われないと 思いま す。 アメ リ カの文化が

NP の存在を加速さ せたのだと 考えま し た。  

 今回の研修で日本の医療制度は充実し ている と 思う 反面、 アメ リ カの看護師が日本よ り

尊敬さ れる 職業である と いう こ と には憧れも 感じ ま し た。こ れは、アメ リ カが自由を主張し 、

個に重き を置く 文化である ため、伝統的に看護師が個で動ける 範囲が広く 、自ら 責任を持ち、



医者に対等に意見が言える 事に基づく も のである のだと 思いま す。日本では、看護師も 責任

を持ちま すが、医者の下で働く ため医者が大部分の責任を持っている よ う に思いま す。その

ため、日本でも 看護師全体が実力を高め、 医者と は違う 視点で患者さ んを見つめ、 よ り 責任

を持つこ と が大事だと 思いま し た。それによ り 、 医者と 対等に看護師独自の意見が言え、よ

り 活躍でき 、医者と 同じ よ う に尊敬さ れる 職業になる と 良いなと 思いま す。看護師の役割を

見直し 、 専門性を高め、 努力をする こ と が必要なのではないかと 考えま し た。  

 研修を通し て、 たく さ んの講義や演習に参加し 、ま た文化に触れる 機会も 多く あり 、日本

にいる と わかり 得ないよ う な貴重な体験がたく さ んでき ま し た。 こ のよ う な素晴ら し い研

修にし てく ださ った先生方、 フレンド リ ーに優し く 交流し てく れた生徒の皆様に感謝です。

研修を企画し 、動いてく ださ った大阪医科薬科大学の先生方、本当にあり がと う ございま し

た。  

 

   

  



ミ ネソ タ 州立大学マンケート 校研修報告書 

看護学部 1 年 日高歩奈 

 

今回のミ ネソ タ 研修はあっと いう 間に時間が過ぎていき ま し た。出発初日は、家族と 離れ

る 寂し さ や本当に 2 週間やっていける のかと いった不安などで「 出発 2 週間前が一番楽し

かったな」 と いう 気持ちがあり ま し たが、実際に行ってみる と 時間が過ぎる のがあっと いう

間で次第に帰り たく ないと いう 気持ちの方が強く なり まし た。 こ の 2 週間の研修では多く

のこ と を経験し 、学び、そし て日本にいる だけでは見る こ と のでき ない景色を見る こ と がで

き ま し た。研修で経験し たこ と や学んだこ と はこ こ に書き き れないほどあり ま すが、今回は

研修での１ 番の学びと 印象深かったホッ ケーについて書こ う と 思いま す。  

 

 今回の研修での１ 番の学びは、 目標の１ つと し て挙げていた文化の違いと 日米の保険シ

ス テムの関係についてです。そし て研修を通し て、文化の違いと 保険シス テムの違いが個々

に健康に影響をも たら し ている と いう よ り は、文化の違いが異なる 保険シス テムを生み、そ

し てシス テムの違いが健康に影響をも たら し ている と いう こ と を学びま し た。Hans 先生は、

日本は規律や空気を大切にする 文化である 一方、 アメ リ カはそれぞれの自由を大切にする

文化を持っ ている と 仰っていま し た。 そし てそれは両国の保険シス テムに顕著に表れてい

ま す。日本は国民全員が平等に同じ 保険でカバーさ れる 国民皆保険制度を持ち、国民全員で

国民全員をカバーする と いう 言わば連帯責任の面があり ま すが、 アメ リ カでは公的保険は

全員に適用さ れず、各々が会社などを通じ て保険に加入する と いう あく ま で個人の選択、個

人の責任と いう 面があり ま す。 そのため保険に加入し ていないために病院に行く こ と ので

き ない人が多く いる と いう こ と 、 そし てそれは移民や労働階級の人たちと その子供など で、

例えば高速道路 1 本挟んだだけで差が生ま れてし ま う と いう こ と を学びま し た。 日本では

通り １ 本で治安が急変し たり 、貧し いために病院に行けなかったり する こ と はないため、保

険シス テムの違いがも たら す影響を体感し ま し た。 し かし 無保険である ために一切の医療

サービス を 受けら れないと いう こ と はなく 、 研修の後半に見学さ せていただいたナース プ

ラ ク ティ ショ ナーが運営する ク リ ニッ ク では無保険者や公的保険にのみ加入し ている 人に

対し て無料のワ ク チン接種の機会があったり 、 Health Check を受ける 機会が設けら れてい

たり し ていま し た。  

 

 ま た今回の研修で印象深かったのはアイ ス ホッ ケーの試合で、 ス ポーツには人種や宗教、

出身、性別、年齢は関係ないと いう こ と を感じ ま し た。アメ リ カには日本以上にたく さ んの

人種、信仰、出身の人がおり 、 多様性と いう 言葉で表さ れる のと 同じ く ら いに差別と 根深い

歴史がある のは日本にいても 感じ る こ と ができ ま す。 実際に黒人男性が白人警察官に殺害

さ れた現場やその後暴動が起こ った場所も 車での移動中に通り ま し た。 し かし ホッ ケーの

観戦中はそのチームを応援する 全員が真剣になっていて、 負けそう になったら みんなが焦



って、 勝ちそう になったら みんなが必死に声を出し ている のを見て多様性の中の団結力を

感じ ま し た。人生はじ めてのス ポーツ 観戦でし たが、良い結果に終わり ま たその中でも 学び

があり 、 と ても 楽し い思い出になり ま し た。  

 

最後になり ま し たが、 現地と の調整や安全でス ムーズな渡航のために動いてく ださ った

国際交流センタ ーをはじ めと する 先生方、 私たちが楽し く いろいろな経験をでき る よ う に

と ス ケジュ ールを細かく 調整し て現地での行動を支えてく ださ った Hans 先生と Lynn 先生

をはじ めと する ミ ネソ タ 州立大学マンケート 校の先生方、 大学内で私たちと 交流を持って

く れた看護学生の方たちに深く 感謝申し 上げま す。 そし てアメ リ カ行き を応援し 支えてく

れた家族にも 感謝の気持ちでいっぱいです。 こ の貴重な経験を残り 3 年の学びにつなげて

よ り 良いも のにし ていき ま す。  

  



ホッ ケー観戦 ミ ネソ タ 州立大学マンケート 校のチーム M arverics のマス コ ッ ト と  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ホッ ケー観戦中 

 

 

 

 



日曜日に看護学生の Jennifer がマンケート ツアーに連れて行ってく れた時 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ED のシミ ュ レ ーショ ン見学中 

 


